
大学入学者の供給母体である18歳人口は、18歳人口のピークであった1966年では249万人、平成期の18歳人口のピークであった1992年は205万人でしたが、2025

年には約109万人にまで減少しています。2018年に中央教育審議会のグランドデザイン答申による「2040年までの18歳人口の推移」によれば、18歳人口は2035年

には100万人を割り、2040年には88万人まで減少すると予測されていました。しかし、実際には国の予測をはるかに上回るペースで少子化が進行し、2024年の出

生数は前年比5.8%減の68.5万人となり、18年後の2042年には18歳人口は70万人を割り込みます。すなわち、大学へ入学する供給人口が激減することが確実なので

す。

反面、大学の総数（私立大学数）は1966年に346校（235校）、1992年に523校（384校）、2024年には813校（624校）にまで増加しました。この約60年で18歳人

口は半減以下、私立大学数は倍以上になっています＊。現在の大学への入学者数（入学定員）を維持するとなれば、2040年では18歳人口の約8割が大学へ進学す

る必要があり、これは現実的とは思えません。その意味でも、特に私立大学の淘汰もしく規模縮小が避けられない時代に入っているといえます。

学校法人栴檀学園 東北福祉大学は、1875（明治8）年に宮城県曹洞宗専門学支校として創立し、2025（令和7）年に150周年を迎えました。中期事業計画は、

2020年4月施行の改正私立学校法により私立学校の中期計画策定が義務化されたことに伴い、本学では2020年度より第１期中期事業計画（2020‐2024）を策定し

ました。まさに、第１期中期事業計画の2020年度から2024年度の5年間は、150周年に向けての「ホップ」「ステップ」の時期でもありました。そして、今般の第

２期中期事業計画（2025‐2029）は、第１期中期事業計画を検証しつつ、残された課題への対応や将来の本学の方向性を明記した、150周年を起点とするいわゆ

る「ジャンプ」の時期に位置するものであり、本学にとって極めて重要なこれからの5年間といえます。

社会に必要とされる魅力ある大学を目指し、2018年のグランドデザイン、大学を取り巻く環境等を踏まえて、社会の改革のエンジンとなる大学づくりを目指し

策定した第１期中期計画を引き継ぎながら第２期中期事業計画をここに策定しました。

本学は、建学の精神「行学一如」、教育理念「自利・利他円満」を基底に据え、福祉、教育、医療、行政、産業など様々な分野の連携により、一人ひとりの多

様な幸せとともに、社会全体の幸せを実現するウェルビーイング（Well-being）の理念の実現を目指す人材を養成しています。従来の「福祉」がウェルフェア

（Welfare）の理解からウェルビーイングへとパラダイムが転換しつつある中で、本学はその先頭に立ち「新たな福祉」を切り拓いていく覚悟です。TFU Vision

「福祉の新時代、はじまる。」には、このような本学の強い思いが盛り込まれています。

少子化が急進するなど私立大学を取り巻く環境は厳しいものがありますが、他方で、ライフスタイルが多様化し、専門的知識の獲得、自らの生きがいの追求、

また生涯学習の一環など社会人の学び直しへのニーズが拡大していることも事実です。通学制のみならず通信教育部を有する本学は、これら環境の変化に柔軟に

対応すべく教育システム及び方法の再構築を進めていきたいと考えています。

少子化が急進するなか、とりわけ地方の私立大学の在り方が問われている昨今、2025年に創立150周年を迎えた本学は、建学の精神、教育の理念など不変的考え

方を教育の礎としてしっかりと守る一方で、急変する環境に柔軟に対応する、すなわち「不易流行」の視点をもって、これまでも、これからも社会に有用な人材

を輩出することに注力していきます。

本学の新たな第2期中期事業計画を遂行すべく、教職員一丸となって、「教育・研究」「社会貢献」「学生支援」「大学運営」の向上に向けて取り組んでまい

ります。150周年を起点として「福祉の新時代」を追求する本学に皆さまのご理解をいただくとともに、ウェルビーイング実現に資する人材の育成により一層の

支援を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。                                                   ＊18歳人口、大学数等は文部科学省「学校基本調査」、出生数は厚生労働省より
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